
⾦沢⼤学附属図書館「思考の森」企画展ガイドペーパー 2025-01 

パーシヴァル・ローエルの『NOTO』と能登の⾵景の記憶 
Percival Lowellʼs “Noto” and Memories of Noto's Scenery 

会期：2025 年 1 ⽉ 6 ⽇（⽉）〜3 ⽉ 28 ⽇（⾦）  場所：中央図書館「思考の森」展⽰コーナー 
 

■はじめに 
半島の先端にある能登地⽅は、いつの時代も「旅の⾏き先」でした。明治 20 年代、アメリカ⼈のパーシヴ

ァル・ローエルが辺境を求めて旅し、昭和 40 年代の⾼度経済成⻑期には古き良き⽇本の⾵景を探して「能登
ブーム」が起きました。1 年前に発⽣した令和 6 年能登半島地震の後、多くの能登の⾵景が「記憶の中だけ」
のものになってしまいましたが、その⾵景は多くの本の中に残されています。 

今回の展⽰では、多くの⼈たち記憶の中に残る能登をパーシヴァル・ローエルの『NOTO』と昭和 40 年代
に刊⾏された本に掲載されていた写真からたどります。あわせて四⾼時代に使われていた⽯版画技法（リトグ
ラフ）で作られた明治期の能登の地質図も展⽰いたします。 

今回の展⽰が能登復興⽀援につながることを願っています。 
●パーシヴァル・ローエル著『NOTO』とは？ 

⽶国の天⽂学者・パーシヴァル・ローエル（Percival Lowell  1855〜1916）が、1889(明治 22)年 5 ⽉に
⾏った能登旅⾏の様⼦を綴った英⽂による紀⾏⽂。旅⾏の折り返し地点の⽳⽔町（現⽯川県鳳珠郡）にはそ
の顕彰碑がある。今回の展⽰本は第四⾼等学校で所蔵していた 1895 年発⾏（第 2 刷）のものである。ロー
エルは、⼀般的には⽕星の研究や冥王星の存在を観測と計算により予知した天⽂学者として知られている
が、⽇本や東洋についての研究者でもあった。その著作はラフカディオ・ハーンからも⾼く評価され、ハー
ンの来⽇を促したと⾔われている。 

 

■展⽰資料 
① Noto : an unexplored corner of Japan / by Percival Lowell. Boston : Houghton, Mifflin and Co., 1895, c1891. 【旧四⾼蔵

書】特別資料室 5:22:19 ※明治 28 年 9 ⽉ 13 ⽇に四⾼で購⼊した洋書。全⽂は Internet Archive（⽶国の電⼦図書館）か

ら読むことができます。https://archive.org/details/noto00lowe        ↓原⽂の全⽂は以下からどうぞ 

    

② NOTO : 能登・⼈に知られぬ⽇本の辺境 / パーシヴァル・ローエル著 ; 宮崎正明訳著. ⾦沢 : ⼗⽉社, 1991.10. 【中央図

開架 291.43:L91】6※①の訳本。ローエルが能登旅⾏を⾏った際にローエル⾃⾝が撮影した写真も収録されている。 

③ 珠洲岬圖幅 / 地質調査所 [編] 明治 40(1907)年 【旧四⾼教育掛図コレクション】※会期前半のみ 

④ 輪島圖幅 / 地質調査所 [編] 明治 41(1908)年 【旧四⾼教育掛図コレクション】※会期後半のみ 

⑤ 奥能登 / 朝⽇新聞社編. 東京 : 朝⽇新聞社, 1968. 【中央図書庫】291.43:A798 

⑥ 北陸能登 : ⽂学と歴史の旅 / 駒敏郎著（カラーブックス ; 173）. ⼤阪 : 保育社, 1969.6. 【中央図書庫】291.4:K81 

⑦ 写真集奥能登 / フォート集団能登編集. ⾦沢 : 北国出版社, 1971.9.【中央図書庫】291.4:K81 

⑧ ボラ待ちやぐら（模型）【附属図書館所蔵】※⽳⽔町出⾝の附属図書館元職員が作成したもの 



■企画・執筆  ⾦沢⼤学附属図書館 学術情報課貴重資料担当  E-mail: collection@adm.kanazawa-u.ac.jp 

■パーシヴァル・ローエルの能登旅⾏のコース 1889（明治 22）年 5 ⽉ 3 ⽇東京上野〜5 ⽉ 20 ⽇天⻯川下り 

 
 

（地図の出典）⼊江哲朗著『⽕星の旅⼈：パーシヴァル・ローエルと世紀転換期アメリカ思想史』⻘⼟社，2020 年 

■ローエルをめぐる⼈々 
① ラフカディオ・ハーン(⼩泉⼋雲)(1850〜1904）：ローレル著『極東の魂』(1888)を絶賛。直接の⾯識はな

かったらしい。旧蔵書は富⼭⼤図書館「ヘルン⽂庫」で所蔵。 
② バジル・ホール・チェンバレン(1850〜1935)：『Noto』を彼に献呈。チェンバレン著『⽇本事物誌』の数

項はローエルによるものがあるらしい。愛知教育⼤図書館「杉浦・チェンバレン⽂庫」で書簡等を所蔵。 
■その後のローエル・・・帰国して天⽂学者に 
① ⽕星研究：1878 年イタリアのスキアパレッリが⽕星表⾯の地図を発表→線状模様を canale（イタリア語

の⽔路）と表現⇒英語では Canal（運河）に⇒フラマリオン「⽕星の運河は棲息者が古い河川を改修して
作ったものである可能性を指摘⇒1894 年ローエル天⽂台創設⇒⽕星研究に没頭 

② 冥王星研究：1916 年数学的計算により海王星のかなたに惑星 X の存在を予知⇒1930 年ローエルの死後、
ローエルの弟⼦のトンボーが惑星 X を望遠鏡でとらえる＝新惑星の名称を Plute（冥王星）とする。 

■もっと知りたい⼈に 
 宮崎正明(1995)『知られざるジャパノロジスト：ローエルの⽣涯』（丸善ライブラリー）丸善【中央図開

架 289.3:L916】 
 ⼊江哲朗(2020)『⽕星の旅⼈：パーシヴァル・ローエルと世紀転換期アメリカ思想史』⻘⼟社【中央図開

架 289.3:L916】 

I. ⾒知らぬ⼟地 「ふとした

思いつきで能登へ出かけること

にした。私の気まぐれを友⼈たち

はいぶかしく思ったようだが、こ

れは⼀⽬惚れと⾔うやつで、私は

いまでも⾔い訳はしたくない。」 

■旅⾏の動機：気まぐれ（＝Noto という 

語感＋特異な地形）未知の⼟地 

■同⾏者：⼭⽥栄次郎（ボーイ兼コック） XX.天⻯川下り 

V.能⽣ 宿の主⼈との会話→「ここはこの世の楽園。…ここでは、何物をも期待す

る必要はなく、⼈はそれを必要としない」 

III.碓井峠 鉄道の難所

⇒鉄道⾺⾞に乗りそこな

う⇒⼭道を歩くことに 

IX.荒⼭峠を越える 能登の国が⾜下に全容を現す。が、「ある種の幻滅に」 

和倉までやってきたが、最初の外国⼈でないと知らされ、がっかり。 

X.内海 七尾湾のボラ待ち櫓

を⾒て「創世記に出てくるノア

の⼤洪⽔以前にあった掘っ⽴

て⼩屋の⾻組みを怪⿃ロック

が⾒つけて、巣に選んだ場所」

と形容。 

XII.ふたたび海へ ⽳⽔で

折り返し。ボラ待ち櫓に上った

感想。「ここはフランスの⼩説

を 読 み ふ け る に は 最 適 な 場

所」。イルカの⼀群にも遭遇。 

XIII.能登街道 「⽇本⼈は地

球上で最も幸福な⺠族の⼀つ」 

XIX.針の⽊峠 ⺠家の仏壇とお経に感動。その後、強気に峠越

えを挑むが…挫折。帰路はこの部分での悪戦苦闘の記述中⼼。 

XXI.海へ「旅の途次での遅れ、不愉快さ、困難などは跡形なく消え去り、先程ま

で眺めていた⼣空のように、美しい思い出のみが胸中に甦ってくる。⼈でも場所で

も、その良さだけはいつまでも⼼の中に留まっているものなのだろうから。」 


